
'03
―
'04
年
度
人
文
学
会
々
長

三

星

宗

雄

「
神
奈
川
大
学
人
文
学
会
（
以
下
「
人
文
学
会
」
と
略
す
）」
の
設
立
は
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
で
あ
る
か
ら
、
今
年
が
丁
度

そ
の
五
〇
周
年
に
あ
た
る
。
横
浜
専
門
学
校
か
ら
新
制
神
奈
川
大
学
へ
移
行
し
た
わ
ず
か
三
年
後
、
外
国
語
学
部
設
立
（
一
九
六
五
年
）

の
実
に
十
二
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

人
文
学
会
設
立
の
主
旨
は
第
一
に
「
精
神
科
学
」
の
必
要
性
、
第
二
に
機
関
誌
『
人
文
研
究
』
の
発
行
（
一
九
五
四
年
第
一
集
発
行
）、

そ
し
て
第
三
に
「
学
生
研
究
部
会
」（
現
「
学
生
部
会
」）
の
設
置
（
一
九
五
七
年
）
で
あ
っ
た
（
草
薙
正
夫
、
一
九
八
八
）。
こ
の
思

想
は
五
〇
年
後
の
現
在
で
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
て
感
動
的
で
さ
え
あ
る
。
当
時
法
経
学
部
と
工
学
部
し
か
な
か
っ
た
時
期
に
精

神
科
学
あ
る
い
は
人
文
科
学
の
必
要
性
を
説
か
れ
同
時
に
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
現
さ
せ
た
草
薙
正
夫
初
代
委
員
長
（
現
職
名：

会
長
）
を
初
め
と
す
る
偉
大
な
諸
先
生
方
の
先
見
性
と
実
行
力
に
は
た
だ
た
だ
恐
れ
お
の
の
く
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想
が
外

国
語
学
部
設
立
の
み
な
ら
ず
現
在
の
「（
学
部
横
断
的
な
）
ゼ
ミ
の
神
大
」
の
学
風
と
な
っ
て
結
実
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
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『
人
文
研
究
』
の
年
三
回
発
行
の
原
則
は
現
在
も
揺
ら
い
で
い
な
い
。
今
年
は
そ
の
第
一
五
〇
号
の
記
念
の
年
で
あ
る
。『
人
文
研
究
』

は
本
学
に
お
け
る
長
い
大
学
紛
争
の
最
中
に
あ
っ
て
も
一
度
た
り
と
も
休
刊
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
（
工
藤
喜
作
、
一
九
八
八
）。

堂
々
た
る
情
報
発
信
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
現
在
、
情
報
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｉ
Ｔ
化
）
の
波
が
社
会
を
覆
い
つ
つ
あ
る
。
神
奈
川
大
学
も
、
ま
た
人
文
学
会
も
例

外
で
は
な
い
。
私
共
の
二
〇
〇
一
―
二
〇
〇
二
年
度
常
任
委
員
会
は
人
文
学
会
／
人
文
学
研
究
所
の
Ｉ
Ｔ
化
を
立
案
し
た
。
具
体
的
に

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、『
人
文
研
究
』
の
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
お
よ
び

各
種
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
／
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
整
備
等
で
あ
る
。
い
わ
ば
学
内
に
お
け
る
一
大
情
報
集
積
基
地
構
想
で
あ
る
。
諸
般
の
事
情

で
一
年
遅
れ
た
が
、
こ
の
二
〇
〇
三
年
三
月
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
完
成
し
、
待
望
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
ま
で
に
こ
ぎ

着
け
た
。
応
援
し
て
下
さ
っ
た
会
員
の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
人
文
学
会
は
今
後
ま
す
ま
す
Ｉ
Ｔ
化
の
道
を
歩
む
こ
と

に
な
ろ
う
。

輝
か
し
い
歴
史
を
持
つ
現
在
の
人
文
学
会
も
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
学
生
部
会
の
執
行
部
委
員
の
補
充
に

毎
年
苦
労
し
て
る
こ
と
で
あ
る
。
今
年
度
は
少
し
多
い
が
、
こ
こ
数
年
間
わ
ず
か
四
人
の
体
制
が
続
い
た
。
学
生
部
会
の
活
動
自
体
は

決
し
て
落
ち
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
や
は
り
「
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
」
と
は
言
え
な
い
。
今
年
度
も
そ
う
だ
が
、
多
く
が
同
じ
学
年

（
し
か
も
四
年
生
）
の
委
員
で
あ
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
何
か
縦
に
つ
な
が
る
連
続
性
あ
る
い
は
歴
史
性
と
言
っ
た
も
の
の
希
薄
さ

を
感
じ
て
し
ま
う
。
学
内
の
他
の
学
会
で
あ
る
法
学
会
や
経
済
学
会
で
は
ず
い
ぶ
ん
前
に
学
生
部
会
は
廃
止
さ
れ
た
。
我
々
人
文
学
会

の
学
生
部
会
は
学
内
に
残
さ
れ
た
「
最
後
の
砦
」
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ぜ
ひ
学
生
部
会
に
往
年
の
に
ぎ
や
か
さ
を
取
り
戻
し

て
も
ら
い
た
い
と
自
戒
を
込
め
て
思
う
。
機
関
誌
『
世
代
』
の
誌
名
が
示
唆
す
る
よ
う
に
。
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今
こ
う
し
て
古
色
蒼
然
と
し
た
初
期
の
『
人
文
研
究
』
を
手
に
取
っ
て
み
る
と
、
深
い
考
え
も
持
た
ず
に
こ
の
よ
う
な
職
を
引
き
受

け
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
し
、
同
時
に
先
輩
諸
先
生
方
の
鮮
烈
な
ご
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
期
に
常
任
委
員
の
一
人
と
し
て
人
文
学
会
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
幸
運
で
あ
り
か
つ
光
栄

に
感
じ
る
。
で
き
る
だ
け
い
い
形
で
次
の
執
行
部
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思
う
。
最
後
に
全
て
の
会
員
の
方
々
、
学
生
部
会
員
、

そ
し
て
裏
方
で
全
て
の
事
務
的
な
仕
事
を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
て
い
る
人
文
学
研
究
所
の
設
楽
英
子
さ
ん
と
学
会
／
研
究
所
の
ス
タ
ﾂ

フ
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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